
マッチング成立＊就業開始

ミニセミナー付説明会参加
36回 計120名

就業希望者・学生等 介護保険サービス事業所等

就業者数 100名マッチング予定

学校内説明会参加
3校 計45名

介護・障害福祉事業者向け説明会

BCP作成研修（別紙参照）

合同就業相談会・マッチング交流会
計4回予定

定着支援・フォローアップ研修・再マッチング等

支援者

個別説明参加

支援前研修参加支援スタッフ要請

支援スタッフ・コーディネート
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求人票提出

『事業参加申込書』
と『求人票』をご提出

ください。

介護職員初任者研修を受講

～少ない時間から、簡単な業務から始めてみたい方～～資格を取って、しっかり働き始めたい方～

介護の入門的研修を受講

◎令和3年度介護人材マッチング・定着支援事業について①
求職者の募集と、紹介・就業までの流れ



川崎市（健康福祉局 長寿社会部 高齢者推進課 ／障害保健福祉部 障害計画課課）
役割：衛生物品支援、新型コロナ基本知識、防護具着脱訓練、ゾーニング等

コロナ応援チーム（シグマ）

役割：コーディネーター・支援メンバー募集、育成。相
談窓口業務。事業所の状況確認と報告

コーディネーター

支援メンバー
役割：事業所の支援。記録と報告

（引継ぎ含む）グリーンゾーンでの
ケアとケア周辺レッドゾーンで
のケアとケア周辺募集

育成

保
健
所
等

育成（感染症に関する研修）
情報共有
（支援時は1日1回）

陽性者発生施設

①陽性者
発生報告

②コーディネーター派遣
（アセスメント実施）
物資支援

②現地支援
ゾーニング等

相談窓口

①
陽
性
者

発
生
報
告

③マッチング
フォローアップ

③支援メンバー
派遣

新型コロナウイルス感染症に罹患した等で、緊急的に人材支援の必要があった介護・障害福祉事業所に対し、支援者をあっ旋（派遣等含む）

を行います。発生時（要請時）に備え、事前に人材の募集及び登録・研修を実施し、就業条件や経験・知識・能力等の把握をしておくことで、

早期に人材のあっ旋等が行えるような体制を取ります。
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支援拠点
武蔵新城

令和3年度介護人材マッチング・定着支援事業について②
介護職員応援あっ旋等支援について



日本語スキルアップ研修
外国籍の方のキャリアパス

介護福祉士

受験対策コース

N2対策コース

介護の日本語

介護技能評価試験対策

／N3対策コース

（技能実習生1号・特定技能1号

を目指す留学生）

介護入門コース／N4対策コース

（インターンシップ生、初めて介護職

に就く方でN4・5相当の方）

コース名
介護入門コース

（インターンシップ生入国後）毎週水曜日 9：00～17：00

コース名
N4対策コース

（インターンシップ生入国後）毎週土曜日 9：00～17：00

コース名 上級：介護福祉士受験対策

対象・目標

介護福祉士の国家資格取得を目指す方のためのコース。
実務経験2年以上の方。日本語能力N2程度の方。
これから実務者研修を受ける方、受講中の方。
介護福祉士の受験科目に準じて、8日間に分けて勉強を進めます。

時間 9:30～16:30 全16回×4クール 週1回コース

日本人と同様にキャリアパスを示すことで、モチベーションアップに繋げるとともに長期就労に結び付けることができるようになります。在日の方を始め、
留学生、技能実習生、特定技能生など、様々な外国人介護人材に適したコースを設定し、自身の能力に合わせて選択して受講できるようにします。

現在、介護職員として就業している外国人人材のスキルアップ研修として、ぜひご活用ください。

日程表については別紙参照

コース名 中級：N2対策コース

対象・目標

特定技能に合格し、介護福祉士受験に向けて準備をする方のコース。
実務経験1・2年目の方。技能実習生を対象。
介護の仕事に必要な言葉と、会話を理解でき、読み書きができるように
なることを目的に進めます。

時間 13：30～17：00 全8回 週1回コース

コース名 初級：介護技能評価試験対策／N3対策コース

対象・目標
特定技能試験に合格し、介護職への就労を目指す方のコース。
N4以上取得している留学生など

時間 9：30～16：30 全24回 週3日コース（短期集中コース）
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◎令和3年度外国人介護人材雇用支援事業について①
日本語フォローアップ研修開催



＜就労ビザ等で在留している方の浮揚を受ける
配偶者等＞

・コロナの影響で、世帯としての収入が下がり
、自ら稼ぐ必要が出てきた方
・28時間の就労制限あり

①家族滞在ビザ

海外からの人材受入の見通しが立たない今、既に国内にいる外国人人材の就労支援を進めていきます。コロナ渦で、離職を余儀なくされた方、就業する必
要が出てきた方、本来の職種での就業が難しい方、困難者などが多くの課題を抱えています。在留資格にカテゴリー分けを行い、多職種からの転換や在留資
格の切り替えが必要な方々の就業に向けた研修就労支援を行います。

＜日本語学校に通っている学生または、通って
いて特定活動ビザに切り替え中の方＞

・コロナの影響で、本来予定していた職種での
就業が難しい
・日本に残って就業したい
・N3以上の日本語レベル

②留学生

＜一般企業や国際業務を中心に学歴と語学を生
かして働いている方＞
＜製造食品加工関係を終了した実習生＞

・旅行業やインバウンドなど海外との業務が多
く、コロナの影響で失業者増
・N2以上の日本語レベル

③技術・人文知識・国際業務
④技能実習修了者（多職種）

未受験者：「特定技能」介護の試験合格に向けた日本語研修

マッチング・定着支援事業にて
介護職員初任者研修受講目標：14名

介護施設への就労を支援

現在、諸外国においても新型コロナウイルス感染症拡大による影響を受けており、フィリピンのマカティ大学においても下記のような状況が続いています。
・当面、大学の授業はオンラインのみで行っていく予定。・卒業については約1年間のズレが生じている。
・国内のインターンシップについても安全性が認められた機関のみ可能。海外におけるインターンシップについては、国の許可が出ていない。
・国の許可が出たとしても、卒業までの期間でインターンシップを行える確約がでいない。（学長としては実施の意向あり）

「特定技能」への在留資格切り替え、介護の日本語研修 ＊寮の活用が可能

＊参加者の選考基準

日本語検定5級問題を受けていただき、合格基準点に到達しない場合には参加を見合わせていただきます。また就業意欲の高い方、休まず研修に参加でき
る方を優先し、教室や寮でのルールを守れることを必須条件に、参加希望者の選考を行っていきます。
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◎令和3年度外国人介護人材雇用支援事業について①
特定技能（国内転換者）の紹介



本事業では、『要介護者の生活をサポート』して、『介護者の負担軽減に貢献』している介護機器について、該当製品のお試し利用やレンタ

ルを通して介護ロボットの導入支援を行います。

参照:厚生労働省「「ロボット技術の介護利用における重点分野」の定義」

＜本事業の対象製品＞

１．日常生活支援における①移乗介護、②移動支援、③排泄支援、④見守り・コミュニケーション、⑤入浴支援のいずれかの場面におい

て使用され、介護負担軽減効果のある介護ロボットであること。

２．販売価格が公表されており、一般に購入できる状態にあること。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❻

本事業では
対象外

◎令和3年度介護ロボット等導入支援事業について
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